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続して学生の地域福祉活動を行っている。   
 
１．城東地区の概要（2019 年 1 月 1 日現在 津山市統計書より） 
津山市城東地区は津山のシンボル鶴山城の東に位置し、北は丹後山、南は吉井川に












には自主ゼミ活動として 7 年目を迎え、初代から隔学年で関わってきた学生は、4 代
目の 4 年生 7 名、5 代目の 2 年生 15 名が活動を行った。 
「じ・ば・子のおうち『支縁』」とは、「じ・ば・子のおうち」の活動をもととして、





































① 2019 年度のおあしすカフェの実績は以下の通りである。  
 4 月 19 日・5 月 17 日・6 月 21 日・7 月 19 日・9 月 20 日・10 月 18 日・11 月 15 日 


























4月 5 11 4 4 7 7 0 38
5月 6 9 4 1 9 5 2 36
6月 7 13 4 0 9 4 2 39
7月 7 13 4 1 6 4 1 36
9月 6 13 3 0 7 4 3 36
10月 8 14 4 1 7 2 2 38
11月 6 12 4 1 8 5 0 36
12月 6 11 4 0 7 5 1 34
1月 6 11 3 0 7 6 3 36
2月 3 10 3 1 7 4 7 35
合計 60 117 37 9 74 46 21 364
2019年度
平均
6 11.7 3.7 0.9 7.4 4.6 2.1 36.4
2018年度
平均
4.6 11.3 4.1 1.9 5.2 5.6 2.2 34.9
2017年度
平均








 さらにこの活動を通じて、4 名の学生が津山市の 
「アルツハイマーデー実行委員会」に学生委員として 
参画し、津山市内のさまざまな「世界アルツハイマー 






② 支縁入居学生の 2019 年度の主たる活動は以下の通りである。  
 ＊4 月～2020 年 3 月 毎月城東まちづくり協議会定例会へ出席 
 ＊4 月～2020 年 3 月 毎月じ･ば･子のおうち運営委員定例会出席 
〇4 月 06 日 子ども居場所事業 お花見 
 4 月 14 日 第四回縁むすび交流会 
 4 月 18 日 じ・ば・子の運営委員会 
 4 月 20 日 子どもの居場所事業 母の日のプレゼントづくり  
 5 月 8 日  子どもの居場所事業 グランドゴルフ 
 5 月 16 日  じ・ば・子の運営委員会 
 5 月 25 日  城東まちづくり協議会総会 
 6 月 2 日  町内清掃参加 
 6 月 20 日 じ・ば・子の運営委員会 
 6 月 15 日 子どもの居場所事業 





7 月中   近所に住むＡさん宅の花に水やり 
 7 月 18 日 じ・ば・子の運営委員会 







8 月 4 日 ごんご祭り わっしょい津山参加 
 8 月 11 日 じ・ば・子の夏のお泊り会（～12 日） 
 8 月 15 日 じ・ば・子の運営委員会 
 9 月 19 日 じ・ば・子の運営委員会 
 10 月 9 日 じ・ば・子の運動会 
 10 月 17 日 じ・ば・子の運営委員会 
 10 月 20 日 五平切 しめ縄張り 
 10 月 26 日 第三回ふらっとカフェ 
 11 月 03 日 城東むかし町参加 
 11 月 17 日 じ・ば・子の文化祭 
 11 月 21 日 じ・ば・子の運営委員会 
 11 月 23 日 第四回ふらっとカフェ 
 11 月 17 日 じ・ば・子の文化祭 
 12 月 14 日 三丁目忘年会 
 12 月 19 日 じ・ば・子の運営委員会 
 12 月 21 日 子ども居場所事業 大掃除 
〇2020 年 
 1 月 18 日 子どもの居場所事業 
 1 月 16 日 じ・ば・子の運営委員会 
 2 月 01 日 子ども居場所事業 
 2 月 15 日 子どもの居場所事業 
 2 月 20 日 じ・ば・子の運営委員会 
 2 月 23 日 第五回ふらっとカフェ 
 2 月 25 日 四年生を送る会 
 3 月 19 日 じ・ば・子の運営委員会 
*4 年生が 1 人卒業により退去となり、 





















１） 小坂田・堀川研究室と他団体の協働による認知症高齢者や介護家族支援  
おあしすカフェは年々参加者が増えてきている。中でも認知症高齢者と家族の参加
が増えてきたことは、おあしすカフェの存在が必要とされていることを実感できる。
参加者の中には、参加理由にカフェに学生がいることをあげる人が少なくない。「若
い人といると元気になる」、「学生が一生懸命自分の話を聴いてくれるので、来るの
が楽しみ」、「福祉を学ぶ学生に体験を伝えたい」等、学生が参加者に果たす役割は
大きい。学生もまた「認知症ご本人の話が直接聞ける」、「かかわり方の勉強にな
る」と感じており、実践面でもレクリエーションの企画をしたり、当日の進行をした
り、人前に立つ経験を重ねて成長していることがうかがえる。 
今後は、カフェの中で認知症ご本人の役割をつくり、それを学生がサポートできる
体制づくりを行いたい。その経験を通して学生には「本人主体」のソーシャルワーク
を学べる機会をつくりたい。さらに城東地区の民生委員等との連携を模索し、認知症
理解の啓発活動から地域住民への働きかけを行っていきたい。 
 
２）支縁の入居学生による町内会のつながりづくりと高齢者支援  
『支縁』のある上之町３丁目には集会所がないため、2018 年度より共同スペース
『茶の間』を活用することにより、町内会で気軽に集まれる機会づくりを行ってき
た。これまで行ってきた「縁結び交流会」の開催により独居あるいは日中独居の高齢
者が地域で集まる居場所を求めていることが明らかとなった。そこで、現在、津山市
が進めている小さな地域の居場所「ふらっとカフェ」を『茶の間』で開催することと
し、2019 年度より開始、定期的に５回開催することができた。さらにカフェに参加し
た独居高齢者のつぶやき「２週間入院をする間、庭の草木が枯れてしまわないか心
配」という声を学生が拾い、自ら手をあげ、入居学生が交代で庭木の水やりをした。
これは『支縁』のコンセプトである「地域住民の一員として、ご近所福祉・まちづく
り活動を行う」ことそのものである。来年度も引き続き、「ふらっとカフェ」を開催
し、地域の方一人一人のニーズに対応できるよう、働きかけていきたい。 
 
以上二つの取り組みから、「地（知）の拠点」があることにより、さまざまなつな
がりの中で、学生の地域福祉実践力が高まっていると考える。 
 
